
科
学
技
術
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

  
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一 

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
の
目
的
に
「
科
学
技
術
の
水
準
の
向
上
」
に
加
え
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
促
進
」
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
科
学
技
術
政
策
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
偏
重
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
科
学
技
術
基
本
法
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
科
学
技
術

の
振
興
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
バ
ラ
ン
ス
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 

二 

第
二
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
計
画
期
間
以
降
、
政
府
研
究
開
発
投
資
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
本
法
に
よ
り
「
人
文
科
学
の
み

に
係
る
科
学
技
術
」
が
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
の
対
象
に
追
加
さ
れ
、
振
興
対
象
と
す
る
研
究
の
幅
が
広
が
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
科
学

技
術
関
係
予
算
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。 

三 

本
法
に
お
い
て
、
新
た
に
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
並
び
に
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
も
責
務
規
定
を
設
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
者
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
人
材
育
成
・
人
材
活
用
な
ど
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

四 

本
法
に
よ
り
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
の
策
定
事
項
に
人
材
等
の
確
保
・
養
成
・
資
質
の
向
上
、
適
切
な
処
遇
の
確
保
に
関
す
る

施
策
等
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
水
準
の
長
期
的
な
向
上
を
図
る
た
め
、
研
究
者
等
の
雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
を
含
む
若
手
研
究
者
に
自
立
と
活
躍
の
機
会
を
与
え
る
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

五 

研
究
・
技
術
開
発
の
現
場
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
が
成
果
に
つ
な
が
る
と
い
う
知
見
に
基
づ
き
、
女
性
研
究
者
や
外
国
人
研
究
者
が
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

六 

中
小
企
業
技
術
革
新
制
度
（
日
本
版
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
制
度
）
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
者
等
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
促
進
が
実
効
的
に
な
さ
れ
る

よ
う
、
制
度
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
・
配
置
を
行
う
ほ
か
、
制
度
全
体
の
実
績
等
の
評
価
を
専
門
家
の
知
見
を
活
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用
し
つ
つ
段
階
的
か
つ
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
必
要
な
運
用
見
直
し
を
適
宜
適
切
に
行
う
こ
と
。 

七 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
、
研
究
開
発
法
人
及
び
大
学
等
並
び
に
民
間
事
業
者
に
お
け
る
研
究
開
発
の
遅
れ
や
、
産
学
官

連
携
の
共
同
研
究
等
の
縮
小
な
ど
、
研
究
・
技
術
開
発
の
現
場
へ
の
影
響
を
速
や
か
に
調
査
・
分
析
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

右
決
議
す
る
。 


